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●重点研究

リン酸施肥削減のための有機物中リン酸評価法および
局所施肥法の開発

平成2２～2４年度（３年間）

花・野菜技術センター，中央農業試験場，道南農業試験場，十勝農業試験場，
北見農業試験場

共同（協力）機関 ホクレン肥料株式会社

Abstract 概 要

リン酸は肥料の三大要素のひとつであり，我が国では全量を輸入に依存しています。近年，リン酸肥
料の価格は高止まりが続いており，施肥コストの削減が喫緊の課題でした。

そこで，① 家畜ふん尿由来たい肥などの各種有機物に含まれるリン酸の肥効を的確に評価して，
これらの有機物が化学肥料に代替できるリン酸資源であることを示し，② 各種の局所施肥法を開
発して施肥リン酸の利用率と苗の活着を向上させました。

また，移植てんさいのリン酸施肥量は，育苗時の培土中のリン酸濃度を高く維持することにより，
現行の施肥標準量の半量のリン酸施肥でも支障を来さないことを明らかにしました。

これらの新技術により，畑作物や野菜を栽培するときのリン酸施肥量が大幅に削減できます。

Results 成 果

牛ふんたい肥，鶏ふんたい肥，米ぬか油かすに含ま
れるリン酸の肥効率は，作目と土壌型，土壌の養分レ
ベルに関わらず，いずれも60％と評価できます。
（ただし，米ぬか油かすの肥効は，たい肥よりやや不
安定な場合がありました）

家畜ふん尿たい肥に含まれるリン酸の濃度は，簡易
な振とう抽出法で測定できるようにしました。

育苗時のポット内に少量のリン酸を増肥，あるいは
苗に葉面散布することにより，施肥リン酸の利用率を
高め，本圃（畑）でのリン酸施肥量を最大で10a当た
り20kgと大幅に削減できるようになりました。

表-1 各たい肥に含まれるリン酸の肥効率

表-２ 育苗時にリン酸を増肥した各作物の収量
（10a当たりトン，かっこ内は対照との比）

図-１ 葉面散布による初期生育の促進

1 有機物に含まれるリン酸の肥効評価

2 局所施肥法による施肥リン酸利用率の向上

 リン酸の　 土壌の有効態
肥効率 ％ リン酸 mg/100g

牛ふん てんさい 70～100 6
たまねぎ 60～100 65～67
にんじん 50～60  5～23
トマト 100  9～43

鶏ふん たまねぎ 60 40～67
にんじん 65 23

たい肥 品目

削減リン酸量 →

6.95 (105) 6.06 (111) 10.27 (101)

6.63 (100) 5.45 (100) 10.12 (100)

本圃での　

局所施肥で減肥

対照（従来法）

10 kg/10a 5 kg/10a 20 kg/10a

たまねぎ キャベツ トマト
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Results 成 果

図-3 リン酸施肥量を従来の標準量の半分に
削減して栽培した てんさいの生育

移植てんさいのリン酸施肥量は，育苗培土中のリ
ン酸濃度が3000mg/L程度あり，土壌の有効態リン
酸が基準（10mg/100g以上）レベルにあれば，現
行の施肥標準量の半量に減らしても大丈夫です。

3 移植てんさいのリン酸施肥量の見直し

4 全道での潜在的なリン酸削減可能量

てんさい・たまねぎ・にんじん・キャベツ・トマト
栽培で本研究の技術を用いると，牛ふんたい肥の肥効
評価で 5,240 t ，局所施肥技術で 7,320 t のリン酸
を各々削減できることになります。

図-4 土壌有効態リン酸のレベル別にみた
リン酸施肥量と てんさい糖量との関係
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